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 金子天文台にあったこの 3吋半ダルメイヤーレンズと考えて間違いないと思われる。ア

ーカイブ新聞を書き始めて 6年になるが、このように情報を寄せていただけるようになっ

たことが非常にうれしい限りである。 

 12 月 29 日には、金子天文台の仲間であった伊藤昌尚氏が国立天文台を訪ねてくれ、金子

天文台の金子功氏が発行されていた「山村通信」という冊子をお持ちいただいた。 

 「すばる」建設中、ハワイにいて「山頂見聞録」を書き、今、このように「アーカイブ

新聞」を書いている筆者には、何やら親しみを感じるのである。 

 この 3吋半ダルメヤーレンズは国立天文台にお譲りいただけることになり、2014 年に開

催される京都大学総合博物館の射場保昭展に出品できると思っている。 

 

これらアーカイブ新聞の記事にお気づきのことがあれば、編集者中桐にご連絡いただけ

れば幸いです。中桐のメールアドレスは、arcnaoj@pub.mtk.nao.ac.jp 


